
　平素は、格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。
さて、当社は、この度第８９期の累計期間の業績をとりまとめましたので
ここに御報告いたします。
　昨期の秋ごろから、採用され始めた新製品により今期は最初から売上、利益ともに以前の状況に戻り始めました。
まだ、完全に戻ってはいませんが、ユーザー様に価格転嫁の割合が非常に小さい状況であるにもかかわらず、
徐々に戻りつつある状況は、極めて社員の努力のたまものであると思っております。
　今後も原価や原料が上がり続けることは間違いないインフレ局面ですので、新年度こそ価格転嫁を進め
安定供給の責務を果たすため社員一同、一層の努力を重ねてまいります。
　住宅価格は、ここ数年で驚くような上昇を続けております。せめて住宅価格と同じ割合の価格転嫁は、
必要と考えておりますので、ユーザーの皆様には、ご理解の程、宜しくお願い申し上げます。
　さて数字的なお話ですが、売上高は、昨年より７．９％アップの１１億２千７百万円、売上総利益は、２０％アップ
の５億５千万円、営業利益は、８６．８％アップの１億１千６百万円、経常利益は、９１．３％アップの１億２千７百万円、
当期純利益につきましては、４６．３％アップの８千７百万円となりました。
　新期につきましては、弊社は、ナフサ関連のど真ん中にいる企業ではありますが、売り上げ目標を大きく
１４億とし、営業利益として１億８千万を必達目標として、ユーザーの皆様にサステナビリティーな企業として
今後も供給にご安心頂くべく、インフレに逆らわずに、しっかりとした価格転嫁を行い、安定した売上総利益率に
戻すべく、ユーザーの皆さまにも当社の持続可能性ご安心頂くことを目標にウェルビーイングを提供できる
企業となってまいりたいと思っております。
　今後とも皆様のご支援を頂きながら、フロンティアスピリットで新たなる挑戦を
社員一丸となって努めてまいります。
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売上高
(単位：千円)

年／2月期 令和5/2月期 令和6/2月期 令和7/2月期 令和8/2月期
年度 4年度 5年度 6年度 7年度
売上高 1,235,617 1,200,348 1,038,142 1,127,607

当期純利益
(単位：千円)

年／2月期 令和5/2月期 令和6/2月期 令和7/2月期 令和8/2月期
年度 4年度 5年度 6年度 7年度
当期純利益（税引き後） 57,420 46,321 47,086 87,807

第89期　業績のご報告
財務指標の推移
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